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●この説明書は、必ず組立て・取付けされる方にお渡しください。
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■使用部品一覧表

サーモス アングルカバー

■アングルカバーの組立て

■窓用

■サッシ枠への取付け

■窓用 ■テラス用

①取付けられたサッシ枠にアングルカバーを挿入します。

■B部詳細図

受けフィン
かい物

アングル すき間がなくなるまで
押込みます

※アングルカバーがガタつく場合
や、アングルとの間にすき間が
あく場合はアングルカバーと柱
／まぐさの間にかい物を入れて
調整してください。

■C部詳細図

受けフィン

アングル
すき間がなくなる
まで押込みます

■D部詳細図

※アングルカバーが
ガタつく場合や、
アングルとの間に
すき間があく場合
はアングルカバー
と柱／まぐさの間
にかい物を入れて
調整してください。

すき間がなくなる
まで押込みます

＜ブラケットがある場合＞
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ブラケットと
干渉しないよ
うに　 部を
切り取ってか
ら押込みます。
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■テラス用 ■A部詳細図

 

※上下を間違えないようにして
組立ててください。

●必ず指定の組立て・取付けねじを使用してください。
●ソリや伸びを防止するため、直射日光に当てた状態で放置しないでください。
●樹脂は割れたりキズがついたりしやすいため、ぶつけたり、こすったりしないでください。
●樹脂が割れたり変形するおそれがありますので、組立てねじは1.0～1.5N·m{10～
15kgf·cm}のトルクで止めてください。
●縦用造作材は縦カバーから26mm以上あけて取付けてください。㋥すき間隠しピースが取付けできなくなります。
●浴室には取付けできません。
●フレームインタイプには取付けできません。

■組立て・取付け上のお願い

樹脂が割れたり変形するおそれがありますので、
組立てねじは1.0～1.5N·m{10～15kgf·cm}の
トルクで止めてください。

お願い
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縦用造作材は縦カバーから26mm
以上あけて取付けてください。
㋥すき間隠しピースが取付けでき
なくなります。

かい物
縦カバー

縦用造作材（別途）
26mm以上

お願い

■アングルカバーの固定
■窓用 ■テラス用
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■E部詳細図

※縦のアングルカバーの下に㋥をもぐり込ませ、造作材とのすき間を隠します。

㊁すき間かくし
　ピース

両面テープ

造作材（別途）

造作材
（別途）

■F部詳細図

※ねじ固定部に柱とサッシの間にすき間がある場合は、必ず
かい物を入れてからねじ止めしてください。
　アングルカバーがころんだり、変形するおそれがあります。

かい物

アングルカバー
造作材（別途）

①アングルカバー下枠を㋺皿木ねじで固定してください。
②造作材などでアングルカバーと柱／まぐさのすき間を隠します。
③㋥すき間隠しピースを取付けます。

①アングルカバー縦枠の下部を㋩丸木ねじで固定し、㋭プッシュボタン
で穴をふさいでください。
※㋩丸木ねじで固定する際は、必ずかい物をしてください。
②造作材などでアングルカバーと柱／まぐさのすき間を隠します。


